
 校区で合同の課題を把握し、その改善に向けて取り組む研修会をはじめとし、授業研究

会や子どもの情報交換等が積極的に行われるようになってきました。しかし、連携は行う

ことが目的ではありません。家庭や地域の願いを基盤とした各園・学校のめざす子どもの

姿を共有し、その実現に向けて、連携の在り方を工夫し、具体的につながることが求めら

れています。 

    ５ 連携の進め方 

 近年、授業研究会においても「連携」がより重視されるようになってきました。このよ

うな背景に加えて、各市町教育委員会が幼稚園・保育所と小学校の連携の重要性を示した

り、小中一貫教育を推進したり、幼保小中高のスクラム事業や教育資源の活用等、それぞ

れの地域や学校の実態に合わせたいろいろな連携が生まれています。 

横の連携：家庭地域,小小連携 

・家庭にどのように連絡を取り、学校   

 の現状を理解してもらうか、発信の  

 工夫で信頼度が上がり、学校運営が 

 良好になります。 

・小学校同士の連携を工夫することで 

 小中連携がより効果を上げます。 

縦の連携：幼保小中高連携 

・接続期の引き継ぎや情報共有を図る 

 ことで、双方の学校教育活動によい 

 効果が現れます。 

・日常的、定期的な交流により、共通 

 的な課題について解決の方向が定ま 

 ってきます。 

序編 

 
 

家庭・地域が中心 

 中学校 

 高等学校 

 幼稚園・保育所 

認定こども園 

 小学校  □ 家庭・地域連携 
・学校教育を理解：シラバス、家 

 庭学習リーフ、家庭学習習慣化 

・学校教育に参画：ＰＴＡ活動の 

 活性化、学校支援ボランティア 

    ■ 研究会の到達目標

を明確にする 

    手法を取り入れるこ

とが目的にならないよ

□ 幼保小連携 
・幼保小合同研修会の開催 

・スタートカリキュラムの作成 

・長期社会体験研修の活用 

 □ 小中連携 
・合同授業研究会 

・小中合同の共通テーマを掲げ 

 研究組織を構成 

中学校区の各小学校

は、連携の意識を持

つことで、お互いに

レベルアップしてい

くことができます。 

       □ 中高連携   
・合同教科部会の設立（授業交流 

   など、まずはできるところから） 

・中学生の高校体験や、先輩が中 

   学校を訪ねる等 



   子どもたちの未来を拓くための「つなぐ、つながる」教育の実現をめざして 

 子どもたちの学力向上を推進するため、幼稚園・保育園、小・中学校、 

高校などの学校種の枠を超えた一貫性のある取組（スクラム教育）が進 

められています。 

 東部地区では、「八頭タワー」と「岩美タワー」の２地域で、地域の 

実態を生かしながら学校相互の連携をより一層進め、スクラム教育を推 

進しています。 

「いきいきやずっこを育む 中高を中心とした連携の在り方」 

     ～学力向上と授業力の向上をめざして～ 

八頭スクラム勉強会 

  
 ３中学校の卒業生（八頭高生）

が中学校３年生対象の夏休み勉

強会に参加した。３日間実施し、

多数の高校生が参加し、中学生

に学習指導したり、受験の体験

や高校生活を語ったりした。 

 中学生は目標を新たにし、高

校生は有用感のある時間となっ

た。 

小・高連携事業 

  
 八頭高体育コースの生徒が郡

家東小と郡家西小に出かけ、体

力測定（スポーツテスト)の計

測協力や模範演技をし、給食交

流をした。 

「高校生の手本を見て、小学生

の意欲が増した」など、事後の

アンケートでは、小学生・高校

生・教員とも満足度は高かっ

た。 

小・中・高連携授業研究会 

  
 これまでも開催されてきた小

中合同授業研究会に、八頭高の

教員にも参加を呼びかけた。授

業参観だけでなく、教科別部会

に参加した高校の教員から「小

学校の授業を久々に見て、授業

の流れなどとても刺激を受け、

事後研も参考になった」といっ

た感想があり、多くの参加者が

異校種を知る大切さを感じた。 

八頭町中・高連絡会 

  
  八頭町内３中学校と八頭高校

の教員で組織される教科別連絡

会を英数理３教科で開催し、高

校１年生の実力テストをもとに

教材や指導について研究協議を

行った。これを受けて八頭町中

高交流授業（出前講座）も実施

した。 

  【組 織】 八頭高校 

       中央中・八東中・船岡中の各中学校区 

      毎月１回 スクラムリーダー会の開催 

 【出席者】 スクラム担当教諭 

       ３中学校教務主任、八頭町教委、県教委 

高校の先生が出前授業 

校種間連携による一貫性のある教育の実現校種間連携による一貫性のある教育の実現校種間連携による一貫性のある教育の実現   

 
   八頭タワー八頭タワー八頭タワー   

【取組の重点】 

 ◆生徒の学力向上 

 ◆教師同士の共通理解と共同体制づくり 

 ◆中学生の高校生活体験、生徒同士の交流 

中・高連携交流  

 
 八頭高の理科教員と生徒が中

央中に行き、物理・化学生物の

３グループに分かれて中学生の

実験指導を行った。生徒同士の

コミュニケーション能力が高ま

り、互いの教員にとっては指導

力の向上につながった。 

【テーマ】 

八頭高ライフ体験 

 
 八頭郡内の３つの中学校の２

年生が集まり、４教科のグルー

プに分かれ授業を受けたり、実

際の授業風景を観たりした。ま

た、生活全般や行事の話を聞き

近い未来を感じる機会となり、 

高校生活にあこがれをもった。 

数学科特別勉強会 

スクラム勉強会 

中・高連絡会 

（指導案づくり） 

   小・高交流 



 岩美タワーでは、めざす子ども像に向けて幼児期から小・

中・高等学校までを見通した教育のあり方を検討し、幼児・児

童・生徒の交流や教職員の相互研修を行うなど具体的な取組を

推進しています。 

岩美西小 岩美北小 岩美南小 

大岩保 浦富保 みなみ保 

岩 美 高 

岩 美 中 

《岩美タワーを構成する学校》 

                                                                        岩美タワー岩美タワー岩美タワー   

★岩美町スクラム教育のねらい 

 ○子どもの「育ちや学び」をとぎれさせない。 

  ○縦（校種間）や横（学校・家庭・地域）の連携を大切にする。  

★めざす子ども像とそれに向けた取組 

 ○自立する子  ・・・・・・・・・・・・・・・ ○基本的生活習慣アンケート 

  （学び続ける子 ・ 生活習慣の確立）   親子読書カード、いわみ検定 

                          スキルタイムの内容改善 

 ○人とのつながりを大切にする子・・・○異年齢交流 

                          接続期のカリキュラムづくり 

                             保育参観・学習参観、交流学習                       

 ○岩美町が好きになる子・・・・・・・・・ ○地域教材を使った教育活動 

                          地域貢献活動 

  
 児童生徒に身に付けたい学習ルール（H24 ４月作成）  岩美町スクラム教育推進委員会 

 新しい学校生活をスタートする際、小１プロブレムや中１ギャップなど、学校生活への適

応を図ることが難しい場合があります。異校種間で子どもの学びや育ちがつながっていくよ

う、縦（校種間）や横（校区の幼保小中学校、家庭・地域）の連携を大切にし、めざす子ど

もの姿を共有し、それに向けてスクラムを組んで具体的な取組を進めてほしいものです。 

小学校６年生アプローチカリキュラム 年間計画 
子どもたち

にとっての

違いを理解

し、段差が

乗り越えら

れるような

取組を考え

ています。 

 町内でめざす子

どもの姿を共有

した具体的な取

組を行っていま

す。 


